
【鳴門市行政評価】

◎基本情報

◎事業概要（PLAN)

総合計画体系 根拠法令
計画など

鳴門市コンベンション開催支援助
成金交付要綱基本政策(大項目) 1 うきうき活力と魅力あふれるまちづくり

平成30年度事務事業評価シート（29年度実績）
111

事務事業名 コンベンション誘致支援事業
担当
部署

経済建設部　観光振興課

事業
対象

誰(何)を対象に
しているか 　コンベンション開催者

事業
目標

対象をどのような状態
にしたい(目指す)のか

　鳴門市内または県内で開催される会議や学会、スポーツ大会等のコンベンションの
うち、市内宿泊を行うものを対象として、開催支援助成金を交付し、コンベンション誘致
を図ることで市内への流入人口増大及び地域経済の活性化を図る。

年度
　　　(小項目)

12

にぎわいと交流の創出

事業
計画

29年度に何を
計画していたか

　引き続き、新規コンベンションの誘致に努めるとともに、28年度助成を行わなかった
継続大会への助成を行う。持ち回り開催や継続的に開催されているスポーツ大会等
への連絡を行うことにより、本市で定例的に開催されている大会の継続実施を促進す
る。

成果
目標

事業目標の達成度合

指標名 28年度 29年度 30年度 31年度

観光

施策 1 観光・交流のまちづくり 終
期基本事業 4

政策(中項目) 2 伝えたい　魅力あふれるまち　なると

事業
期間

開
始

◎実施結果（DO)

事業
実施
内容

29年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
ているのか

　　新規コンベンションの誘致に努めるとともに、28年度に助成を行わなかった継続大会への助
成を行った。持ち回り開催や継続的に開催されているスポーツ大会等への連絡を行うことによ
り、本市で定例的に開催されている大会の継続実施を促進した。

事業実施手法

32年度 単位

コンベンション宿泊数 2,900 3,100 3,300 3,500 3,700 人

単位

活動指標
実施した事業
の活動量を示
す指標

1 助成金交付件数 9 4 10 10 10 件

指標名 28年度実績 29年度実績 30年度目標 31年度目標 32年度目標

5,000 人2 コンベンション参加者数 4,438 3,210 5,000 5,000

今年度の進捗状況 未達成 事業全体の進捗状況 遅れている
（千円）

目標達成率(実績/目標) 34.0 － － －

成果指標
対象にどのよ
うな効果が
あったか示す
指標

コンベンション宿泊数 2,858 1,055 － － － 人

％

平成29年度

当初予算額 0 0 0 0 910

財源内訳

年　度 区分 国 県 地方債

繰越予算額 0 0 0 0 0

繰越額 0 0 0 0

910

補正予算額 0 0 0 0 0 0

その他特定財源 一般財源 事業費計

0

全体予算額 0 0 0 0 910 910

375

0 0

決算額 0 0 0 0 375

人件費
正規職員(7,234千円/人) 臨時職員(2,492千円/人) 総人件費 総事業費

0.2 0.0 1,447 1,822

個人 世帯 団体 その他 内部管理

市実施 一部委託 委託 補助金 その他



【鳴門市行政評価】

◎項目別評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

【事務事業名：コンベンション誘致支援事業】

事業費推移

年　　度 28年度決算 29年度決算 30年度 31年度 32年度

事業費 750

人件費 1,427 1,447 1,447 1,447 1,447

375 910 910 910

うち一般財源 750 375 910 910 910

総事業費 2,177 1,822 2,357 2,357 2,357

評価項目 評価値 所見欄

①活動に対
する評価

有効性 B:概ね有効性があった
　継続大会を1年空けての助成とすることで、新規
団体への助成が容易になった。

効率性 B:概ね効率的だった
　鳴門市観光コンベンション(株)と連携し、、コンベンション
主催者に対し資料提供を行うなど周知に努めている。

③総合的な評価 C 　成果目標を達成することができなかったためC評
価とした。

課題
　新規団体からの助成を増やすために、助成制度の案内を行うとともに、鳴門市観光コンベンション
(株)や鳴門市うずしお観光協会との連携を図る。

②成果に対
する評価

指標名 コンベンション宿泊数

　新規団体の申請が伸びず、目標を達成することが
できなかった。

目標 3,100 人

実績 1,055 人

評価 D:目標を達成できなかった

↓今後の方向性を踏まえた上で、以下の欄に記入してください。

実施内容

H30年度 　新規団体への助成制度の周知に努める。

H31年度 　平成30年度の反省点等を踏まえ、事業内容の見直し・検討を行う。

今後の方向性 1.廃止 2.要改善 3.現状維持 4.拡充 2


